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図 1 有効求人倍率の推移（全国平均）[出展：職業安定業務統計] 






















 表 1 のように、建設業就業者は 1995 年から 2010 年までの 15 年間に 216 万人減
少している。また、2000年以降は 5年ごとに 90万人ずつ減少している。 
 技能労働者については、1995 年から 2010 年までの 15 年間に 129 万人減少し、
特に 2005年から 2010年では 69万人と大幅な減少となっている。 
 図 2では、2013年において建設業の 55歳以上の割合は 34.3％であり、全産業の
55歳以上の割合の 28.6％を上回っている。 




























 図 2 建設業就業者数の年齢構成別割合の推移 3) 












































クが約 780 万円で、ピーク年齢は 50 歳台後半である。また、電気工の年収のピー

































例えば、英国の NVQ（National Vocational Qualifications）では、5段階のレ
ベルを設定し、それぞれに求められる能力要件を規定して、職種や業種を問わない





















































































































































































































































































































成のための RC 造施工実習モデルの開発」（2015 年度日本建築学会大会・関東）8)、
並びに「RC造の技術者・技能工育成のための施工実習モデルと教材の開発」（第 15 






































図 8 情報通信機器の保有状況の推移（世帯）13) 




























文字情報を主体とするアンケート形式であり、3 次元モデルを主体とする CG や動
画による実習用教材を表示する本研究とは異なる。 
携帯端末を「施工」に利用する研究では、清水・田辺・佐藤による「次世代携帯







































図 7 基礎配筋の 3D完成モデル 
図 11 基礎配筋の 3D完成モデル（拡大） 
図 12 鉄筋配筋図（2次元） 
図 10 基礎配筋の 3D完成モデル 
第 2章 ICTを活用した拡張 3D教材群の開発 
 







































































図 13 柱筋の組立て 




























ところで、BIM ソフトで制作した 3D 完成モデルは、一般に大きなデータ量とな
るが、編集機能を除外して閲覧だけの機能に限定すれば、スマートフォンやタブレ
ットでも扱えるようなデータ量に圧縮することが可能である。 
BIM ソフトには概ね「ビュワー」と呼ばれる専用アプリが付随する。図 15 は






図 15 スマートフォン用の合理的な施工手順図 
図 16 スマホに転送した 
施工手順図のリスト 






































図 17 SketchUP Proで入力した 3Dモデル 
図 18 タブレットに表示した施工手順の動画 
なお、1 級鉄筋施工の実技試験課題は、2 級の課題内容に加えて、基礎梁端部の





3D完成モデルの制作にあたり、ArchiCADの他に SketchUP Pro 注 12)も使用してい
る。SketchUP Pro はモデリングソフトと呼ばれ、初心者が部材入力に使用するソ
フトとしては、ArchiCADでの直接入力以上に扱い易いと思われる。 


































































図 20 ポケモン Goの画面表示の例注 14) 
図 21 AR重畳表示コンテンツの例 





































写真 4 施工実習における AR教材の例① 

























































図 23 鉄筋配筋図 図 24 鉄筋加工図 
5節 拡張 3D教材群の構成と制作手順 
 
2.5.1 拡張 3D教材群の構成 
ICT を活用した初心者にもわかり易い施工実習用の教材開発を進めた結果、5 種
類の教材を 1 組として制作する方法と手順を考案した。その構成は、(1)課題図面























図 25 ３D完成モデルの例 
図 26 3D施工手順図の例 





















部材入力に使用した SketchUP Pro で行
うこともできるし、入力データを
ArchiCAD に読み込んだ後に行うことも
可能である。今回は SketchUP Pro にお
いてレイヤー分割を行った。それは、後















































図 28 携帯端末に保存した施工手順図のデータ 




















この際データの形式には制限があり、目印画像は JPEG、3D モデルは OBJ または















み出して重畳表示する仕組 図 30 2次元図面上に 3Dモデルを重畳表示した例 
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<ArchiCAD19>               <SketchUP Pro> 
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図 32 鉄筋モデル 
図 33 住宅基礎モデル 
図 34 柱・梁モデル 





































図 35 型枠モデル 


















図 36 は、4 箇所の独立基礎の上に、基礎梁
と 1階床スラブを設置し、さらに 1階柱と壁、




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 6 作図段階に適する AR教材 





































写真 7 2次元図面から加工寸法の算出 






































写真 8 施工手順図を使用した実習状況 
図 38 施工手順図の拡大表示 














































フックあり定着、投影定着の 3 種類であるが、管理すべき寸法が異なる（図 39）。 
 そこで、拡張 3D教材群をアレンジして、公共建築工事標準仕様書(平成 28年版)
の該当頁（P38～P39）19)に、補足図を重畳表示することとした。図 40 は 2 次元の





図 40 補足図（2D）を ARで重畳表示 図 41 補足図（3D）を ARで重畳表示 
 95 
 
写真 10 2次元図面のみによる鉄筋組立施工 
写真 11 拡張 3D教材群を使用した鉄筋組立施工 














鉄筋加工図等）[2 次元]を各チーム共に 1 部配布した。拡張 3D 教材群を使用しな
い 2 チームでは、この 2 次元図面の
みが実習教材となる（写真 10）。 




















図 42 作業分析ソフトの操作画面 






































表 5 作業分析ソフトによる分類・仕訳の例 
表 6 作業分析ソフトによる作業内容別集計の例 
 
名称 要素数 時間 割合 １回時間
相談 21 1102.60 7.31 52.50
非作業 3 73.40 0.49 24.50
２次元図面 30 1930.50 12.79 64.30
AR 0 0 0 0
VR(BIM) 0 0 0 0
VR(動画) 0 0 0 0
0 0 0 0
フープ 0 0 0 0
基礎 0 0 0 0
基礎結束 5 598 3.96 119.60
基礎上 1 46.90 0.31 46.90
基礎下 2 43.20 0.29 21.60
基礎スペーサー 2 34.60 0.23 17.30
柱 19 3420.50 22.67 180
柱結束 5 1102.30 7.30 220.50
柱(馬側) 0 0 0 0
柱(反対側) 1 103.70 0.69 103.70
柱(その他) 3 315.50 2.09 105.20
D-FG1' 2 76.40 0.51 38.20
D-FG1'結束 5 1073.40 7.11 214.70
D‐FG1’上端 4 204.80 1.36 51.20
D‐FG1’下端 2 367.20 2.43 183.60
D‐FG1’スターラップ 2 247.60 1.64 123.80
D-FG1 2 345.20 2.29 172.60
D-FG1結束 2 915.80 6.07 457.90
D‐FG1 上端 3 219.80 1.46 73.30
D-FG1 下端 2 240.60 1.59 120.30
D-FG1 スターラップ 1 133.10 0.88 133.10
５－FG1 1 21.80 0.14 21.80
５－FG1結束 5 1114.20 7.38 222.80
5-FG1 上端 2 70.60 0.47 35.30
5-FG1 下端 2 532.40 3.53 266.20
5-FG1 スターラップ 2 297.20 1.97 148.60
ＮＯ． 名称 計測時間 編集時間 分析仕訳 作業分類 組合せ メモ
1 分析動作 1 32.30 32.30 打合せ ２次元図面 手作業
2 分析動作 2 11.10 11.10 通常作業 基礎スペー
サー
手作業
3 分析動作 3 4.00 4.00 打合せ ２次元図面 手作業
4 分析動作 4 10.10 10.10 通常作業 基礎下 手作業
5 分析動作 5 19.30 19.30 打合せ 相談 手作業
6 分析動作 6 23.50 23.50 通常作業 基礎スペー
サー
手作業
7 分析動作 7 33.20 33.20 通常作業 基礎下 手作業
8 分析動作 8 46.90 46.90 通常作業 基礎上 手作業
9 分析動作 9 226.70 226.70 通常作業 基礎結束 手作業
10 分析動作 10 63.70 63.70 打合せ ２次元図面 手作業
11 分析動作 11 73.70 73.70 通常作業 基礎結束 手作業
12 分析動作 12 14.70 14.70 打合せ 相談 手作業
13 分析動作 13 29.30 29.30 通常作業 基礎結束 手作業
14 分析動作 14 48.20 48.20 打合せ 相談 手作業
15 分析動作 15 8.80 8.80 通常作業 基礎結束 手作業
16 分析動作 16 12.00 12.00 アドバイス アドバイス 手作業
17 分析動作 17 259.60 259.60 通常作業 基礎結束 手作業
18 分析動作 18 68.00 68.00 打合せ ２次元図面 手作業
19 分析動作 19 20.60 20.60 通常作業 柱 手作業
20 分析動作 20 11.10 11.10 打合せ ２次元図面 手作業
21 分析動作 21 40.90 40.90 アドバイス アドバイス 手作業
22 分析動作 22 11.70 11.70 通常作業 柱 手作業
23 分析動作 23 115.10 115.10 打合せ ２次元図面 手作業
24 分析動作 24 25.80 25.80 手直し 柱 手作業
25 分析動作 25 144.70 144.70 打合せ ２次元図面 手作業
26 分析動作 26 16.20 16.20 通常作業 柱 手作業
27 分析動作 27 80.60 80.60 打合せ ２次元図面 手作業
28 分析動作 28 207.90 207.90 通常作業 柱結束 手作業
29 分析動作 29 47.40 47.40 打合せ ２次元図面 手作業
30 分析動作 30 55.60 55.60 通常作業 柱 手作業
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Aチーム Bチーム 平均 Cチーム Dチーム 平均
117.4 128.2 123 144.4 122.4 133
0.0 0.0 0 20.4 39.2 30
7.7 6.3 7 21.4 33.1 27
20.2 17.8 19 28.3 50.3 39




























図 43 分析仕訳の例 
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平均が 7分、使用しない 2チームの平均は約 4倍の 27分であった（表 7）。 
「打合せ」については、拡張 3D教材群を使用した 2チームの平均が 19分、使用




















図 37 Dチームのパレート図 








のと考える。タブレット内の拡張 3D教材群は全て 3次元 CGで構成されており、初
心者にも容易に理解でき、短時間に必要な情報が読み取れた結果である。 



























































































図 48 基礎知識調査の質問票（10問） 






















答では正解が 3 問、無回答が 7 問
であった。これが事後の回答では、
正解が 9 問、不正解が 1 問、無回
答は無しになった（図 49上段）。 
また、被験者 A②は、事前の回答




なお、図 49 の上段は拡張 3D 教










前 後 前 後 前 後 前 後











前 後 前 後 前 後 前 後
























同様にＣチームは、被験者 2名の事前の正解の平均が 3.0点、事後の平均が 6.0
点で、正解数の伸びは 3.0点となった。Dチームは、被験者 2名の事前の正解の平
均が 3.5点、事後の平均が 7.5点で、正解数の伸びは 4.0点となった。 
事前の得点が最も高かったのは Aチーム（4.0点）で、事後の得点が最も高かっ
たのも Aチーム（9.5点）である。事前と事後の差である伸びについては、最も高
かったのはやはり A チーム（5.5 点）で、最も低かったのは C チーム（3.0 点）で
あった。 
さらに、拡張 3D教材群の使用と未使用に分けて集計してみると、拡張 3D教材群
を使用した 2 チーム（A・B）の事前の正解の平均は 2.75 点、事後の平均が 8.0 点
で、正解数の伸びは 5.25点となった。 
また、拡張 3D教材群を使用しない 2チーム（C・D）の事前の正解の平均は 3.25








D②の伸びが 5 点であったが、被験者 C①・C②・D①の伸びは 3 点に留まった。す
なわち、拡張 3D 教材群を使用した被験者の施工実験前後の正解数の伸び（+5.25
ﾒﾝﾊﾞｰ A① A② B① B② C① C② D① D②
前・正解 3 5 1 2 3 3 4 3
後・正解 9 10 6 7 6 6 7 8


















Aチーム（使用） Bチーム（使用） Cチーム（未使用） Dチーム（未使用）






図 50 図面読取力調査の質問票（11問） 

































の平均は 9.5 点、事後の平均は 11 点
満点と、たいへんな高得点であった








事後では被験者 A②と B①が 11 点





























が元々高かったといえる。ところが、同様に事前の得点が 10点と 11点の被験者 A
②と C①は、この４択問題では誤答となった（表 9下段）。 







前 後 前 後 前 後 前 後











前 後 前 後 前 後 前 後









表 9 図面読取力調査における正解数の集計 
ﾒﾝﾊﾞｰ A① A② B① B② C① C② D① D②
前・正解 3 10 2 10 11 11 9 7
後・正解 9 11 11 10 11 11 11 11









3D：4択 ③ ③ ① ④ ③ ④ ③ ③
正誤 誤 誤 誤 【正】 誤 【正】 誤 誤
新型教材群・使用 新型教材群・未使用
3.5 4.5 0.0 3.0
Aチーム（使用） Bチーム（使用） Cチーム（未使用） Dチーム（未使用）
6.5 6.0 11.0 8.0




































































写真 13 RC造柱・梁モデルの施工実習 





を BIM（Building Information Modeling）ソフトなどで制作し、さらに 2次元図
面の一部をマーカー画像（目印）に設定して、その 1対をクラウド・サーバーに登
録しておく方式である。これは、「マーカー型（画像認識型）AR方式」と呼ばれる。 














































ロケーションベース型 AR 方式を活用して、マーカー画像無しで 3 次元配筋図を




















図 54 1棟分の 3D配筋図 
図 55 1部分の 3D配筋図 

























らに BIMソフトの ArchiCADに読み込む方法で行った。 
また、一貫構造計算ソフトの結果データから、鉄筋の
情報を抽出する際に、階数・通り・スパンなど、範囲を
指定できることから、建物 1 棟全部ではなく、一部分の配筋図を抽出して 3D 完成
モデルを制作することも出来る（図 55）。 
いずれの場合においても、BIMソフト（今回は ArchiCAD）が必要である。それは、






図 56 ARアプリ開発ソフトのソースコード 
図 57 開発した ARアプリの選択画面 





































図 58 倍率の調整前の画面表示 









































































図 60 建物全体モデル・固定位置の表示 
図 61 建物全体モデルの拡大表示 
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図 62 職業大 AR配筋図アプリの説明画面 
図 63 ロケーションベース型 ARアプリの表示 
5節 アプリ集約サイトへの登録 
 





フトの Wikitude SDK Proは、iOS
































































図 64 職業大 AR鉄骨図アプリの説明画面 
図 65 職業大 AR鉄骨図アプリの表示画面 
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図 66 施工中の構造物に 3DCGを重畳表示する ARアプリ 
図 67 実配筋の近傍に 3DCGを重畳表示する ARアプリ 




























 さらに図 67 は、配
筋済の 1階柱の柱脚付


























図 68 AR施工手順図用の画像マーカー（1枚） 
図 69 AR施工手順図のメニュー画面（12コンテンツ） 






















































































































































































図 81 施工手順⑪ 
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写真 14 ゴーグル型ウェアラブル端末注 20) 

















































評価の対象としたのは、①AR 組立完成図（図 82）、②AR 施工手順動画（図 83）、
③AR施工手順図（図 84）、④BIMx施工段階図（図 85）、⑤PDF施工段階図（図 86）、
⑥PDF課題図面（図 87）の６種類の教材である。 
①AR 組立完成図（図 82）は、従来の施工実習において主要な教材であった 2 次
元図面に対して、その一部をマーカー画像として登録し、これに携帯端末をかざす
と、組立が完成した状態の構造物を 3 次元で表示する教材である。初心者の場合、 






















































































































































































図 82 AR組立完成図 
図 85 BIMx施工段階図 
図 83 AR施工手順動画 
図 84 AR施工手順図 
図 86 PDF施工段階図 






















































 アンケートは 14 名の職業訓練指導員に配布し、全員から回収できたが、一部の
設問に空白の回答もあり、受講者の視点の各設問に対しては 10～11 名の回答、指
導者の視点の各設問にたいしては、13～14名の回答数となった。 




 受講者の視点に対する回答の集計を表 11に示した。また、図 88に、各教材に対
する回答数の分布を示した。 
 ①AR組立完成図（図 82）に関して、「受講者が鉄筋施工実習の完成状態をイメー
ジできる」については、そう思う【5 点】を 10 名が選択し、平均は 4.9 点であっ
た。「受講者が鉄筋の組立手順を理解できる」については、普通【3点】が最多の選











表 11 選択数の集計（受講者の視点） 
5点 ４点 3点 2点 1点
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 10 1 4.9
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 1 5 1 4 2.3
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 2 5 3 1 3.7
受講者にとってわかり易い
実習教材である 4 5 1 1 4.1
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 7 2 1 4.6
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 3 7 4.3
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 1 2 4 3 3.1
受講者にとってわかり易い
実習教材である 5 2 3 4.2
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 7 3 1 4.5
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 8 2 1 4.5
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 3 7 1 4.1
受講者にとってわかり易い
実習教材である 5 4 2 4.3
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 8 1 1 4.7
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 6 3 1 4.5
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 5 4 1 4.4
受講者にとってわかり易い
実習教材である 5 4 1 4.4
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 5 4 1 1 4.2
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 5 3 3 4.2
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 2 5 3 1 2.7
受講者にとってわかり易い
実習教材である 3 3 5 3.8
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 1 3 5 2 2.3
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 2 4 5 1.7
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 4 6 1 2.3
受講者にとってわかり易い





















































































































































































































































































5点 ４点 3点 2点 1点
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 4 7 2 1 4.0
指導者にとって説明し易い教材である 6 5 2 1 4.1
施工実習の進行に役立つ教材である 6 7 1 4.4
鉄筋施工実習を担当する場合には使用する 5 4 4 1 3.9
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 5 4 4 4.1
指導者にとって説明し易い教材である 7 4 2 4.4
施工実習の進行に役立つ教材である 5 3 5 4.0
鉄筋施工実習を担当する場合には使用する 6 4 3 4.2
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 7 4 3 4.3
指導者にとって説明し易い教材である 9 2 3 4.4
施工実習の進行に役立つ教材である 7 5 2 4.4
鉄筋施工実習を担当する場合には使用する 5 5 4 4.1
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 4 5 3 1 3.9
指導者にとって説明し易い教材である 6 3 4 4.2
施工実習の進行に役立つ教材である 7 3 3 4.3
鉄筋施工実習を担当する場合には使用する 7 3 3 4.3
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 8 1 5 4.2
指導者にとって説明し易い教材である 7 3 4 4.2
施工実習の進行に役立つ教材である 5 4 5 4.0
鉄筋施工実習を担当する場合には使用する 7 2 5 4.1
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 3 4 3 4 3.4
指導者にとって説明し易い教材である 3 4 3 4 3.4
施工実習の進行に役立つ教材である 3 4 6 1 3.6
























































表 12 選択数の集計（指導者の視点） 
図 89 教材ごとの選択数（指導者の視点） 






5点 ４点 3点 2点 1点






5点 ４点 3点 2点 1点






5点 ４点 3点 2点 1点






5点 ４点 3点 2点 1点






5点 ４点 3点 2点 1点





































































＝BIMx 施工段階図（4.5 点）＞AR 施工手順動画（4.3 点）＞PDF 施工段階図（4.2
点）＞AR組立完成図（2.3点）＞PDF課題図面（1.7点）の順となった。 
最高評価は AR 施工手順図と BIMx 施工段階図であった。AR 施工手順図は、一つ
のマーカー画像に対して複数の施工手順図を紐付けたもので、画面の左右の矢印を





























AR組立完成図 AR施工手順動画 AR施工手順図 BIMx施工段階図 PDF施工段階図 PDF課題図面
受講者が鉄筋施工実習の
完成状態をイメージできる 4.9 4.6 4.5 4.7 4.2 2.3
受講者が鉄筋の組立手順を
理解できる 2.3 4.3 4.5 4.5 4.2 1.7
受講者が鉄筋の細部の
納まりを確認できる 3.7 3.1 4.1 4.4 2.7 2.3
受講者にとってわかり易い
実習教材である 4.1 4.2 4.3 4.4 3.8 2.5
質問内容　　
受講者
表 13 教材ごとの平均点（受講者の視点） 
AR組立完成図 AR施工手順動画 AR施工手順図 BIMx施工段階図 PDF施工段階図 PDF課題図面
指導者にとって扱い易い教材である（準備等） 4.0 4.1 4.3 3.9 4.2 3.4
指導者にとって説明し易い教材である 4.1 4.4 4.4 4.2 4.2 3.4
施工実習の進行に役立つ教材である 4.4 4.0 4.4 4.3 4.0 3.6
鉄筋施工実習を担当する場合には使用する 3.9 4.2 4.1 4.3 4.1 4.0
指導者
質問内容　　
表 14 教材ごとの平均点（指導者の視点） 
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最高評価は AR 施工手順動画と AR 施工手順図であった。AR 施工手順動画は、施
工手順全体を短時間に視聴することを目的とした教材であり、「指導者にとって説





































































































【1】ICT（AR 技術・VR 技術等）を利用して、①鉄筋配筋図や配筋詳細図などの 2
次元図面、②3次元完成モデル、③施工手順図、④施工手順動画、⑤AR重畳表示コ





































































ている。受講者数は 10名程度で、実習モデルを 1基設置していた（写真 16）。 
青森ポリテクセンターでは、「住宅基礎モデル」を活用して求職者訓練を実施し
ている。なお、6 ヶ月間の職業訓練コースを 3 ヶ月毎に募集しており、2 コースの
実習授業を合同で行うため、受講者数が 27 名となっていた。そこで、住宅基礎の
実習モデルを 2箇所設置して、同時に組み立てる内容となった（写真 17）。 
千葉ポリテクセンターでは、「柱・梁モデル」を活用して求職者訓練を実施して
いる。受講者数が 8 名程度であり、実習モデルは 1 基で実施していた（写真 18）。 
高知ポリテクセンターでは、「住宅基礎モデル」と「柱・梁モデル」の両方を求
職者訓練コースに取り入れて実施していた（写真 19）。 
写真 16 北海道 PCの施工実習 写真 17 青森 PCの施工実習 
写真 18 千葉 PCの施工実習 写真 19 高知 PCの施工実習 
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写真 20 柱・梁モデルの指導員研修 
写真 21 鉄筋モデルの指導員研修 






































図 91 パンフレットから 3DCGを表示 
図 92 最寄り駅の時刻表を重畳表示 
図 93 キャンパスマップから校内各所の 360°写真を重畳表示 




























































































写真 22 鉄筋業協同組合の展示ブース 
写真 23 AR・VR教材の展示コーナー 






































図 96 AR・VR教材の紹介パネル 
写真 24 AR・VR教材の展示コーナー 
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7節 建設技術展 2017近畿に出展 
 

















8節 鉄筋 EXPO2017に出展 
 














写真 25 VR・ARの体験コーナー 






































図 97 建築積算の表紙と例題のページ 
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注 1)  建設業就業者数（国勢調査）は、ピーク時に 663万人（1995年）、2010年には 447万人
で、△32.6％（216万人減少）となっている。 




注 3)  労働生産性の数値は、2012年度の経済センサス（総務省）を用いた。 
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①Development of the education training system which utilized BIM and Portable device、
西澤秀喜、蟹澤宏剛、吉田競人、舩木裕之 
The 11th International Symposium on Architectural Interchanges in Asia、 















第 25回職業能力開発研究発表講演会･論文集、査読無、論文番号 20-F-4､2017年 
②ＡＲ技術（マーカー型・ロケーション型）を利用した施工実習用の教材開発、 
西澤秀喜、蟹澤宏剛、吉田競人、舩木裕之 





































































































































































































































































































































































































































腹筋 SD295A D10 :2本
2,100
上端主筋 SD345 D22 :2本 上端主筋 SD345 D22 :2本
下端主筋 SD345 D22 :2本下端主筋 SD345 D22 :2本
440(20d)+1d=462 440(20d)+1d=462
2,380+2d=2424
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根太（桟木）
パイプサポート
単管パイプ(1.5m)
根太（桟木）
パイプサポート
単管パイプ(1.5m)
大引（端太角）
1/30スラブ型枠支保工割付図
にて緊結
根がらみクランプ
水平つなぎ単管パイプ
大引受金物
根太・大引・支保工割付図
パイプサポート
大引（端太角,L=500）
大引（端太角,L=2,300）
大引（端太角）
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＜３ＤＣＧを表示＞
＜施工手順動画を表示＞
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＜３ＤＣＧを表示＞
＜施工手順動画を表示＞
。叩や剖当ゴ聖寸へｍｅ二坤坦《い△剤三匹適
い二鳴川一獅般巨担ｅ塩枡熟ｊ製但。叩や剖扣山や脂Ⅱ－，．ｍ．、
網《捕一自℃閏自扣山獅恨醗鞘ｅや柵個章鰻謹の長恒ロ迫（掴）
・叩や判ヨヨ易制一山鵜（損）
・幻や判ヨゴ扣山ｅ榊但蕊廻ｅ（［）（。）迂幽紺（二
．叩や判ｅ餌仰
や頃撞いてやＷ倉）ｂ閏（｛｝｝《（二ｓ基《。咄Ｍ一面．、．□図《捕一填枳ｅ
Ｉ⑦、Ｉ
､１Ｋ
扣山辮個鎚鞘ｅ榊但と租窯巨騒 ｅ壌磐召ｅ伯ｍＫｂ閏藤舌
三】Ｉ
俎枳ｅ椥但宗一租輻の．、回国
締Ｈ塩調柵、
mＫ
扣山榊但避弾ｅ辮但と租輻矼担 ｅ鰻枡灘
三
日
胸恨む租窯ｅ如惑二何制や嘩謹山扣幽ｅ榊般・翻心〔・ｍｅ『．、．□
硝碧日和山榊但ｅ塩議幻や椥但】牢一粗Ｃ窯Ⅱ｝蕊Ⅱ｝且口聿（【）
。仰十判ｅ炉但恨呂細目Ｕ一浬ｅ網逼や蝶ｅ－１弓、八ｈ噸鱒．＠
．二轡鳥仁柿室租窯ｅＰ話歴任《但拙
。Ｓ轡拙仙如『余最、気ｎＵ－ｍ品ヤ脂Ｕ一国．、、叩図・柿一北喪ｅ辮但・褐、試旧．の
扣幽ｅ榊但＆侭へ菰旧ｅ鰻斐」ｅ灘／百二コ．》
。幻や幻当司己関知ｇ［ら図ｇ函
壼托一や蝿ｅドトＫ弾上る閨灘一陣上《鵯禅。（。〉鯉逆懸〆一へ幻（一鰍如黒
川邑閏伝いＫ出喧塑醐）扣岨ｅ榊但蕊廻ｅ鰻碧」ｅｍｍＫｂ閏灘／｜ヘェコ苗
扣山ｅ獅但・
侭、扇いる閏扣山ｅ獅但蕊廻ｅく医掴二得ｅ裏山鴇ｅ璃畳剛扉苫コゴ．【
扣岨ｅ榊但・褐、詠いら菖扣山ｅ獅個蕊廻ｅ竃司．四二コ《．．［（組）
印扣山ｅ榊個ｓ侭、詠い 。仰鞘Ⅱ一冊埣述旺掴ご鞘Ⅶ二・、．、槻・述扣山ｅ榊恨ｅ塩調（［） ・仰剤Ⅷ一基超獅般ｅ塩鍋（の）
蘇〆へ
己◎［
扣山ｅ榊個二縄、詠いら閏扣山ｅ榊但蕊四Ｎ面．、国
扣幽ｅ榊個・掲、詠い扣山ｅ獅但蕊廻
［
詞曰
延瑠榊個
昌曰
「一
扣山ｅ榊但ｅ鰻趨『．国、欄
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＜公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版＞より抜粋
4.基礎梁
基礎梁は、柱の内法部分をいいます。
図１２．９において基礎梁の長さは、Ｌで
す。基礎の内法長さＬ’ではありません。
基礎との接続部分による基礎梁の断面
欠損部分についてはすべて考慮します。
そこで図１２．９に示すハッチング部分
の基礎との取り合いは、コンクリート、
型枠ともに差し引きます。
型枠は基礎梁の両面のみを計測・計算
します。梁底は地業になります。
鉄筋は、基礎による断面欠損を考慮し
ないで計測・計算します。
鉄筋の計測・計算方法は、一般階の梁
と同様になります。
また、図１２．１Ｏのように、基礎梁底面
と基礎が離れている場合は、一般に増打
ちをして補強筋を入れますが、これは図
示に従います。
▽ＧＬ
図１２９基礎梁
▽ＧＬ
囮は増打
図１２１０基礎との取り合い
例題（基礎梁）
■７４■
＜※ARcubeアプリをインストールしたスマホを赤枠内にかざす＞
＜(公社)日本建築積算協会発行「建築積算」より抜粋＞ 
＜部材毎の段階図を表示＞
＜部材毎の段階図動画を表示＞
